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サーンバ伝説の和訳（3） 

―『バヴィシュヤ・プラーナ』第 1巻第 139章― 

 

永井 悠斗 

 

 

１．はじめに 

本稿は、サンスクリット語で書かれた宗教文献『バヴィシュヤ・プラーナ（Bhaviṣya-

Purāṇa：以下BhaviṣyaP）』において語られるサーンバ伝説1の和訳である。 

ここに訳出した『バヴィシュヤ・プラーナ』の第 I 巻（Brāhma-parvan）第 139章は、

『サーンバ・プラーナ（SāmbaP-Purāṇa：以下 SāmbaP）』の第 26章と並行関係にある。

この SāmbaP 26 は永井 2021a において既に和訳を発表済みであるが、それにも関わら

ず、並行関係にあるこのBhaviṣyaP I, 139の和訳を行ったのは、ここには SāmbaPに対応

箇所を持たないBhaviṣyaPに独自の語りが含まれるためである。 

BhaviṣyaP I, 139は、主人公であるクリシュナの息子サーンバと①ナーラダ仙との対話、

②ウグラセーナ王の宮廷祭官ガウラムカとの対話、③太陽神との対話という三つの対話

から構成される。この内、①と③は SāmbaP 26 に並行詩節を有し、②のみが BhaviṣyaP

に独自の語りである2。図に示せば、両者の対応関係は以下のようになっている。 

BhaviṣyaP I, 139の詩節 SāmbaP 26の詩節3 サーンバの会話の相手 

1-6 16-22ab4  

① ナーラダ仙 対応箇所なし 22cd-23 

7-8 24-25 

9-68 対応箇所なし ② ガウラムカ 

69-94 26-53 ③ 太陽神 

 
1 サーンバ伝説については永井 2020を参照。なお、永井 2020：1では「サーンバ伝説」という語を

Stietencron 1966においてDie Sāmba-Legende（「サーンバ伝説」）として抜粋されたSāmbaPの諸章を指

すものと定義しているが、本稿の訳出範囲であるBhaviṣyaP I, 139について、Stietencron 1966はSāmbaP

と並行する詩節についてはDie Sāmba- Legendeに含める一方、そうした並行箇所を持たない詩節につ

いてはDie Bhojaka（「ボージャカ（に関するテキスト）」）として章を別にしている。Die Bhojakaは

SāmbaPにほとんど並行箇所を持たないBhaviṣyaPに独自の章（あるいは詩節）を集めたものだが、そ

の内容がクリシュナの息子サーンバに関する物語である点はDie Sāmba-Legendeに含まれる諸章と同じ

である。そこで、本稿はこれらのBhaviṣyaPの諸章も「サーンバ伝説」に含まれるものとして扱う。 
2 このサーンバとガウラムカの対話は、SāmbaPから①と③の詩節をBhaviṣyaPが借用した際に新たに

挿入したものと考えられる。SāmbaPとBhaviṣyaPの関係についてはHazra 1958：78-82を参照。 
3 SāmbaP 26の詩節番号は永井 2021aにおける数字を挙げた。刊本におけるSāmbaP 26の詩節番号の不

備および異同については永井 2021a：65-66を参照。 
4 SāmbaP 26, 1-14はBhaviṣyaP I, 129, 1-16に対応し、SāmbaP 26, 15はBhaviṣyaPに対応箇所を持たな

い。SāmbaPとBhaviṣyaPの各章の対応関係についてはHazra 1958：57-59を参照。 
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注目されるのは、このBhaviṣyaPのみに見られるガウラムカとの対話において語られ

るマガ・ブラーフマナ5の出生である。それによれば、マガは太陽神とニクシュバー女神

の間に生まれた「ジャラジャブダ」を祖とするとされる（BhaviṣyaP I, 139, 43）が、この

人名については、複数の先行研究がゾロアスター教の開祖ザラスシュトラとの関連性を

指摘している6。また、ガウラムカに言及されたマガが用いる二、三の道具の名称

（BhaviṣyaP I, 139, 59）は、それらがアヴェスター語の訛語であることを示唆している。

そして、これらのゾロアスター教的要素の存在の故に、BhaviṣyaP I, 139はとりわけ研究

者らの興味を惹いてきた。 

以上が、本稿が既訳の SāmbaP 26と並行関係にあるBhaviṣyaP I, 139について、その和

訳を敢えて試みた理由である。 

 

１．１．利用した刊本について 

訳出にあたって、テキストには以下の四つの刊本を利用した。 

①  Stietencron（Stietencron, Heinrich von. 1966. Indische Sonnenpriester: Sāmba und die 

Śākadvīpīya-Brāhmaṇa: Eine textkritische und religionsgeschichtliche Studie zum indischen 

Sonnenkult. Wiesbaden: Otto Harrassowitz.） 

マガに関連した章のみではあるが、BhaviṣyaPの校訂テキストと呼び得る唯一のもの。

しかし、テキスト決定にあたっては、写本が直接利用されているわけではなく、基本的

には先行する諸刊本を校合したに留まる。また、そのテキスト決定の方針には問題がな

いとは言えない7。このため、彼の「校訂テキスト」は厳密な批判校訂版とは言い難く、

Humbach 1978の pseudo-criticalという評価8も示す通り、利用には注意が必要である。 

 

② Nag（Śarma, Rājendra-Nātha and Siṃha, Nāga-Śaraṇa, ed. 1984. Śrībhaviṣyamahāpurāṇam, 

Vol.1. Delhi: Nag Publishers.） 

＝  VePr 1959（Śrīkṛṣṇadāsa, Kṣemarāja, ed. 1959 (3rd Ed.). Bhaviṣyamahāpurāṇa, Vol.1. 

Bombay: Veṅkaṭeśvara Press.） 

1984-1985年にNag Publishersから出版された、後述のVeṅkaṭeśvara PressのBhaviṣyaP

刊本（第 3版）のリプリントで、解説とインデックスを加えたもの。このリプリントは

第 2版（1993-1995年）、第 3版（2002-2003年）、第 4版（2012年）と版を重ねている。 

オリジナルの VePr は第 1 版が 1896-1897 年に出版された後、初版に含まれる多くの

誤りを訂正した第 2 版（1910 年）、そしてそれまでの長方形のルーズリーフ（Oblong 
 

5 サーンバ伝説に現れる太陽崇拝者で、インドに移住したイラン系宗教者を起源に持つ。マガの起源

に関する先行研究における議論の概要は永井 2019：40-45を参照。 
6 この人名には「ジャラシャストラ」という異読も報告されている。本稿注 90および 91を参照。 
7 StietencronはSāmbaPとBhaviṣyaPに共通する詩節について、そのテキストを決定するにあたり

BhaviṣyaPとSāmbaPを区別せず、またこの二つのプラーナ文献において異読が発生している場合には

SāmbaPの読みを優先している。この理由を彼はBhaviṣyaPの刊本（Veṅkaṭeśvara Press版）に比べて、

SāmbaPの刊本は出版時の過度なテキスト修正を免れているからだとする（Stietencron 1966：15-16）。 
8 “A critical edition is greatly desired. V. Stietencron’s text is merely pseudo-critical. It is mainly based on the 

printed editions (SP. : Bombay 1899; BhP : ib. 1897, 21959). Only one India Office Library manuscript of the SP. 

and the selections from an Oxford manuscript of the BhP. published by Aufrecht (1859) have been adduced by 

him.”（Humbach 1978：251） 
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Loose-Leaf）に替えて綴じ本の形態となった第 3版（1959年）が出版された。このVePr 

1959（とリプリントであるNag）が現在、容易に利用可能なBhaviṣyaPの刊本と言える。 

 

③  VePr 1896（Śrīkṛṣṇadāsa, Kṣemarāja, ed. 1896 (1st Ed.). Bhaviṣyamahāpurāṇa, Vol.1. 

Bombay: Veṅkaṭeśvara Press.） 

上記のVeṅkaṭeśvara版の第 1版。しかし、1959年の第 3版とは異なる読みを伝える箇

所も散見されることから、Stietencron 1966では別個の刊本として扱われている。こうし

た第 1版の異読の多くは出版時の誤記と判断されるが、一部はAufrehct 1859（後述）が

伝える写本の読みと一致するものがあり、第 3版における修正が全て妥当であったのか

については疑問もある。 

また、第 1版と第 3版では詩節の区切りについても違いがある。BhaviṣyaP I, 139に限

れば、第 3版が全 94詩節を数えるのに対して、第 1版は全 97詩節となっている。ただ

し、この違いは半句からなる詩節を独立したものとして数えるか、あるいは続く詩節の

一部と見なすかどうかに起因しており、テキストに含まれる詩節自体の増減ではない。 

 

④ Aufrecht（Aufrecht, Theodor. 1859. Catalogus Codicum Manuscriptorum Sanscriticorum 

Postvedicorum; quotquot in Bibliotheca Bodleiana adservantur. Part1. Oxonii: E Typographeo 

Academico.） 

本書は厳密にはBhaviṣyaPの刊本ではなく、ボードリアン図書館所蔵のサンスクリッ

ト写本のカタログである。しかし、その写本の一部がAufrechtによってデーヴァナーガ

リー文字で転記されていることから、テキストの異読を検討する上で大きな価値を持つ。

BhaviṣyaP I, 139についてはAufrecht 1859：32b-33がBhaviṣyaP I. 139, 28-45b; 70c-81のテ

キスト掲載している9。 

 

上記の BhaviṣyaP の刊本（②～④）は、②についてオリジナルの VePr 1959 が用いら

れている点を除けば、Stietencron 1966によって利用された刊本と同じである。彼の略号

との対応は以下の通り。② ＝ Bh. ／ ③ ＝ Bh. 1897 ／ ④ ＝ AUFRECHT10 

 

２．テキストおよび和訳 

２．１．凡例 

・底本は Stietencron 1966所収のテキストとし、これに加えてNagとVePr 1896、そして

Aufrecht 1859 を参照した（これらの刊本に関する情報は前掲）。また、これらが異な

る読みを採用している場合には、原則として底本の読みを本文の読みとして採用した。

ただし、下記の場合には Stietencron 1966 ではなく Nag などの刊本の読みを優先する

ことがある。 

① SāmbaP と並行関係にある詩節について、Stietencron が SāmbaP の異読に基づ
 

9 BhaviṣyaPの他の章のAufrecht 1859における対応頁はHumbach 1969：44がまとめている。 
10 なお、Stietencton 1966：7の書誌情報に見える本書の刊行年の 1895という記述は誤り。ただし、本

文中（Stitencron 1966：14など）では正しく 1859年と記されている。 
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いてテキストを決定していると判断される場合11。 

② Stietencronによる異読の注記がないにも関わらず、実際には他の刊本との間に

異同が存在しており、彼のテキストに誤記が疑われる場合。 

また、いずれの場合であっても異読は全て注において示すよう努めた。 

 

・和訳にあたっては上掲のStietencron 1966所収のドイツ語訳の他、Das 2014およびNagar 

2021の英訳12も参照した。ただし、二つの英訳は学術的な翻訳とは言い難いため、積

極的に利用することはしなかった。この他、先行研究にはBhaviṣyaP I, 139の一部を引

いて翻訳を記したものがあり、これらも適宜参考にした13。 

 

・テキストの詩節番号については Stietencron 1966 と Nag は一致しており、本稿もこれ

に従った。 

 

・訳文中の［ ］は原文にはない訳者による補い、（ ）は直前の語の補足あるいは言い

換えである。 

 

・訳文や注において用いた略号は以下の通り。 

Aufrecht Aufrecht, Theodor. 1859. Catalogus Codicum Manuscriptorum 

Sanscriticorum Postvedicorum; quotquot in Bibliotheca Bodleiana 

adservantur. Part1. Oxonii: E Typographeo Academico. 

Av. Avestan (language) 

BhaG Bhagavad-Gītā 

BhaviṣyaP Bhaviṣya-Purāṇa 

Böth Böthlingk, Otto von and Roth, Rudolph, ed. 1879-1889. Sanskrit-

Wörterbuch in kürzerer Fassung. St. Petersburg: Buchdruckerei der 

Kaiserlichen Akademie der Wissenschaften. 

em. emended. 

MBh Mahābhārata：Sukthankar, V. S., ed. 1942. The Mahābhārata vol.4 

Āraṇyakaparvan Pt.2. ; Sukthankar, V. S. and Belvalkar, S. K., ed. 1947. 

The Mahābhārata vol.7 Bhīṣmaparvan. ; 1961. The Mahābhārata vol.13 

Śāntiparvan Pt.1. ; 1966. The Mahābhārata vol.17 Anuśāsanaparvan, 

Poona: Bhandarkar Institute Press. 

MDhŚ Mānava-Dharmaśāstra：Olivelle, Patrick, ed. and trans. 2005. Manu’s  

Code of Law: A Critical Edition and Translation of the Mānava-

Dharmaśāstra. New York: Oxford Universty Press. 

 
11 本稿注 7も参照。 
12 Das 2014は章の数え方が他と異なっておりBhaviṣyaP I, 139をChapter 136としている。 
13 Hodivala 1920：75-76; 81-85、足利 1953：93-96、Hazra 1958：78-82、Humbach 1978：245-250 



サーンバ伝説の和訳（3）（永井） 

  81  

MW Monier-Williams, M., ed. 1899. A Sanskrit-English Dictionary, etymo-

logically and philologically arranged with special reference to cognate 

Indo-European languages. Oxford: Clarendon Press. 

Nag Śarma, Rājendra-Nātha and Siṃha, Nāga-Śaraṇa, ed. 1984. Śrībhaviṣya-

mahāpurāṇam, Vol.1. Delhi: Nag Publishers. 

om. omitted 

SāmbaP Sāmba-Purāṇa：Srivastava, V. C., ed. and trans. 2013. Sāmba-Purāṇa: An 

Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation, Notes & 

Index of Verses. Delhi: Parimal Publications. 

Rāma Rāmāyaṇa 

Stietencron Stietencron, von Heinrich. 1966. Indische Sonnenpriester: Sāmba und die 

Śākadvīpīya-Brāhmana: Eine textkritische und religionsgeschichtliche 

Studie zum indischen Sonnenkult. Wiesbaden: Otto Harrassowitz. 

YāDhŚ Yājñavalkya-Dharmaśāstra 

VePr 1896 Śrīkṛṣṇadāsa, Kṣemarāja, ed. 1896 (1st Ed.). Bhaviṣyamahāpurāṇa, Vol.1. 

Bombay: Veṅkaṭeśvara Press. 

ViṣṇuP Viṣṇu-Purāṇa：Pathak, M. M., ed. 1997. The Critical Edition of the 

Viṣṇupurāṇam, Vol.1. Vadodara: Oriental Institute. 

 

 

２．２．テキストおよび和訳 

BhaviṣyaP I, 139, 1-94 

［あらすじ：前提となる物語の経緯は SāmbaP と共通している14。ただし、このサーン

バの物語の語り手が、BhaviṣyaPにおいてはスマントゥ仙（Sumantu）であり、その聞き

手がシャターニーカ王（Śatānīka）という違いがある］ 

 

sāmba uvāca 

tvatprasādān mayā prāptaṃ rūpam etat purātanam | 

pratyakṣadarśanaṃ cāpi bhāskarasya mahātmanaḥ || 1 ||15 

sarvam etat tu16 samprāpya punaś cintākulaṃ manaḥ | 

devasya paricaryāyāḥ pālanaṃ kaḥ kariṣyati || 2 || 

guṇayuktaṃ dvijaṃ kiṃcit samarthaṃ paripālane17 | 

mamaivānugrahād18 brahman vicintyākhyātum19 arhasi || 3 || 

 
14 SāmbaPのサーンバ伝説とそのあらすじについては永井 2020および永井 2021aを参照。 
15 BhaviṣyaP I, 139, 1-8はSāmbaP 26, 16-25と並行関係にある（ただしSāmbaP 26, 22cd-23を除く）。 

 なお、今回の和訳にあたっては永井 2021aにおけるSāmbaP 26の和訳から一部訳語を改めた。 
16 etat tu ] Nag, VePr 1896;  etac ca: Stietencron 
17 samarthaṃ paripālane ] Nag, VePr 1896;  samarthaparipālane: Stietencron 

他の刊本の異読についてStietencronの注記はなく、彼のテキストは誤記の可能性が高い。 
18 mamaivānugrahād ] Stietencron, Nag;  mamaivānugrahaṃ: VePr 1896 
19 vicintyākhyātum ] Stietencron;  dvijaṃ vyākhyātum: Nag, VePr 1896 
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サーンバは［ナーラダ仙に］言った。「貴方の好意の故に、この美しいかつての姿を私は

取り戻し、さらにまた、偉大なる魂の太陽神（バースカラ）を己の眼で目の当たりにす

ることも出来ました。しかし、こうした全てを得て、再び［私の］心は思い乱れており

ます。神像への奉仕を護持するであろう者は、どのような者でしょうか。護持する能力

のある有徳のバラモンを誰か、他ならぬ私への好意の故に、よく考えて、挙げてくださ

いませ、バラモンよ」 

 

evam uktas tu sāmbena nāradaḥ pratyuvāca tam | 

na dvijāḥ parigṛhṇanti devasya svīkṛtaṃ20 dhanam || 4 ||  

vidyate hi dhanaṃ hy atra guruś21 cāyaṃ pratigrahaḥ | 

devacaryāgatair dravyaiḥ kriyā brāhmī na vidyate || 5 || 

avajñayā ca kurvanti ye kriyāṃ lobhamohitāḥ | 

apāṅkteyā bhavantīha te vai devalakā dvijāḥ || 6 || 

サーンバにこのように言われたナーラダ仙は、彼に答えて言った。「バラモンたちは、

神が自らの所有物とした財産を受け取らない。というのも、財産はここに存在している

のであり、このような［寺院に存在する財産を施物として］受け取ることは重大なこと

であるから。神像への奉仕によってもたらされる財貨による、バラモンの職務（kriyā）

は存在しない。そして、敬意もなしに職務をなすような、貪欲さによって惑乱させられ

た［バラモン］たちは、この世において、共食することを許されざるデーヴァラカ22と

いうバラモンである。 

 

devasvaṃ brāhmaṇasvaṃ ca yo lobhād upajīvati | 

sa pāpātmā pare23 loke gṛdhrocchiṣṭena jīvati | 

tato na brāhmaṇaḥ kaścid devacaryāṃ24 kariṣyati || 7 || 

vidhijñaṃ jñānavantaṃ ca paricaryākṣamaṃ tathā | 

deva eva tam ākhyātuṃ25 tasmāt taṃ śaraṇaṃ vraja || 8 ||  

『神々の財産あるいはバラモンの財産に、貪欲の故に、寄生する罪深い者は、あの世で

 

Stietencronの読みはSāmbaPの並行箇所に基づく。しかしNagおよびVePr 1896の異読 dvijaṃは既に

ab句に同じ語が用いられており冗語的であることから、ここではStietencronのテキストに従った。 
20 devasya svīkṛtaṃ ] Nag, VePr 1896;  devasyātmīkṛtaṃ: Stietencron 
21 guruś ] Stietencron, VePr 1896;  guṇaś: Nag 
22 原語 devalaka：デーヴァラカとは神像への供物によって生計を立てる寺院祭官のこと。MDhŚ 3, 152-

167やMBh XIII, 90, 10-11では、祭儀の食事に与らせるべきではない（apāṅkteya）集団の一つにデーヴ

ァラカの名が挙げられている。このようにデーヴァラカは蔑視の対象とされ、バラモンと見なされる

場合でも下級の劣ったバラモンとされた。MBh XII, 77, 8には彼らに対してチャンダーラであるバラモ

ン（brāhmaṇa-caṇḍāla）といった表現も見える。マガとデーヴァラカについては永井 2021bも参照。 
23 pare ] Stietencron;  naro: Nag, VePr 1896 

詩節の引用元であるMDhŚのテキスト（注 26参照）を考慮し、ここではStietencronの読みに従う。 
24 StietencronはSāmbaPとBhaviṣyaPの刊本が devacaryāという異読を持つとしている（Stietencron 

1966：46, n.42）。しかし、筆者が確認した限り、いずれの刊本の読みも devacaryāṃであった。 
25 tam ākhyātuṃ ] Stietencron, Nag;  tadākhyātum: VePr 1896 

 VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
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禿鷹の食べ残しで生きる26』 

それ故、いかなるバラモンも決して神像への奉仕をなそうとしないだろう。他ならぬ神

（太陽神）であれば、儀軌を知り、学識を有する、［神像への］奉仕に相応しい者のこと

を［お前に］教えることが［できる］。したがって、お前は彼（太陽神）に庇護を求めよ。 

 

atha vā yaduśārdūla27 ugrasenapurohitam | 

gatvā gauramukhaṃ pṛccha sa te kāmaṃ vidhāsyati28 || 9 ||29 

あるいはむしろ、英雄ヤドゥの末裔である虎よ、ウグラセーナ王30の宮廷祭官であるガ

ウラムカ31のもとへ行き、彼に尋ねよ。彼がお前の望みを叶えてくれるだろう」 

 

nāradenaivam uktas tu sāmbo jāmbavatīsutaḥ32 | 

sukhāsīnaṃ gṛhe vīra33 ugrasenapurohitam || 10 ||  

kṛtapūrvāhṇikaṃ vīra vipraṃ gauramukhaṃ nṛpa | 

vinayenopasaṃgamya sāmbo vākyaṃ athābravīt || 11 || 

ナーラダ仙にこのように言われたジャーンバヴァティーの息子サーンバは、ウグラセー

ナ王の宮廷祭官であるバラモンのガウラムカが日課の朝の祭式を終えて家でくつろい

でいるところへ畏まって近寄って行くと、［次のような］言葉をかけたのであった。勇

者よ、王（シャターニーカ）よ34。 

 

mayā bhānoḥ prasādena kāritaṃ vipulaṃ gṛham | 

sapatnīkaṃ sasainyaṃ ca pṛthivyāṃ sāravat sthitam || 12 || 

sarvaṃ tasmin mayā dattaṃ kṛtaṃ mūrteś ca maṇḍalam | 

tasmād iṣṭvā viśiṣṭebhyo deyaṃ dānaṃ manogatam || 13 || 

tat sarvaṃ mama samprītyā gṛhāṇa tvaṃ mahāmune | 

 
26 MDhŚ 11, 26からの引用句（ただし、b句のみはやや異なる）。 

devasvaṃ brāhmaṇasvam ca lobhenopahinasti yaḥ | sa pāpātmā pare loke gṛdhrocchiṣṭena jīvati || 26 || 

「神々の財産あるいはブラーフマナの財産を欲から侵害する罪深い者は、あの世で禿鷹の食い残しで

生きる」（渡瀬 2013：386） 
27 yaduśārdūla-男性単数呼格。この箇所は続く語頭の母音との連声が無視されており、正規サンスクリ

ット語の連声規則に反している。しかし、叙事詩やプラーナ文献のサンスクリット語では、しばしば

詩脚の切れ目において、こうした母音連続が許容される（cf. 鎧 1995：244、Oberlies 2003：1; 8）。 
28 gatvā gauramukhaṃ pṛccha sa te kāmaṃ vidhāsyati ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  gatvā brūhi mahābāho 

yady asau kurute ’nagha: Nag and VePr 1896 Note 
29 以下BhaviṣyaP I, 139, 9-68はSāmbaPに並行箇所を持たないBhaviṣyaP独自の語りである。。 
30 サーンバやその父クリシュナと同じヤーダヴァ族の一人で、マトゥラー地方の王。クリシュナと敵

対した悪王カンサの父であり、彼によって幽閉され王位を奪われるも、後にクリシュナがカンサを殺

害したことで王位を回復する。 
31 MBhや他のプラーナ文献に、ウグラセーナ王の宮廷祭官（プローヒタ）としてこの名は見えない。 
32 nāradenaivam uktas tu sāmbo jāmbavatīsutaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tataḥ sa gatvā sāmbas tu 

praṇipatya mahāmunim: Nag and VePr 1896 Note 
33 vīra-男性単数呼格。詩脚の切れ目での母音連続については注 27も参照（cf. Oberlies 2003：8）。 
34 この呼びかけはサーンバの発言ではなく、BhaviṣyaPにおけるサーンバ伝説の語り手であるスマント

ゥ仙から、その聞き手シャターニーカ王に向けられたものである。 
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sāmbavākyam idaṃ śrutvā pratyuvāca mahāmuniḥ || 14 || 

「太陽神（バーヌ）の好意が、私をして［太陽神の］巨大な寺院を作らせ、そして［そ

れは］その妻たちと従者たち［の神像］を備えて、この地上に確固として建てられまし

た。そこに、私は全てを施与し、そして神像のマンダラを作りました。それ故、祭儀を

行って、とりわけ優れた者たちに［私はこの寺院を］施与せねばなりません。［寺院を］

施与することが［私の］望みです。私への好意の故に、そうした全ては貴方がお受け取

りになってください35、偉大なるムニよ」このサーンバの言葉を聞いて、偉大なムニは

答えて言った。 

 

gauramukha uvāca 

bravīmy aham aśeṣeṇa yathāvad anupūrvaśaḥ | 

ahaṃ vipro bhavān rājā sa ca devaparigrahaḥ | 

aparasparam evaṃ tu grahaṇaṃ me virudhyate || 15 || 

brahmavidyāpraṇītāni svakarmāṇi dvijātayaḥ | 

kurvāṇā na prahīyante36 anyathā bhinnavṛttayaḥ || 16 || 

ガウラムカは言った。「私は、余さず正確に順を追って話すとしよう。私はバラモンで

あり、貴方は王族であり、そして、それは神の所有物（deva-parigraha）である。さて、

このように互恵的ではなしに37［施物を］受け取ることは、私に差し障りがある。ブラ

フマンに関する明知によって示された、自らの諸々の職務（svakarman）を果たしている

バラモンたちが滅びることはない。［しかし］職務を違えた者たちはそうではない。 

 

kṣāntir adhyāpanaṃ38 jāpaḥ satyaṃ ca yadunandana | 

etāni viprakarmāṇi na devārthaparigrahaḥ39 || 17 || 

yadi devārthadānaṃ40 syāt tato devalakā dvijāḥ | 

devadravyābhilāṣaś ca brāhmaṇyaṃ tu vimuñcati || 18 || 

英雄ヤドゥの末裔よ。忍耐、ヴェーダ聖典の教授、［聖句の］低唱、真実を語ること、こ

れらはバラモンの職務である41。［しかし］神々のための財産を受け取ること（devārtha-
 

35 ここでサーンバは、ガウラムカに自身が建てた寺院に相応しいバラモンについて尋ねるのではな

く、寺院を彼に与え、バラモンとして太陽神像に仕えてくれるよう求めている。 
36 連声違反。注 27を参照（cf. Oberlies 2003：20）。 
37 原語 aparaspara：この語がここで用いられている理由は判然としない。和訳では、サーンバの施与が

ガウラムカによる何らかの行為（例えば祭式の実行やヴェーダ聖典の教授など）に対する報酬となる

ような互恵的関係を伴っていない、つまり対価を持たない一方的な施与であるという意味と解した。 
38 adhyāpanaṃ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  adhyayanam: Nag and VePr 1896 Note 
39 devārthaparigrahaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  devānnaparigrahaḥ: Nag and VePr 1896 Note 
40 devārthadānaṃ ] Stietencron, Nag. VePr 1896;  devānnadānam: Nag and VePr 1896 Note 
41 ヴェーダ聖典の教授（adhyāpana）はバラモンの六つの職務（ṣaṭ-karman）の一つである。MDhŚ 1, 88

および 10, 75によれば、六つとはヴェーダ聖典の教授、ヴェーダ聖典の学習（adhyayana）、自らのため

に祭儀を行うこと（yajana）、他人のために祭儀を行うこと（yājana）、贈物をすること（dāna）、贈物を

受け取ること（pratigraha）である。聖典の教授と他人のための祭儀執行、贈物を受け取りはとくにバ

ラモン階級のみの職務とされ、MDhŚ 10, 76はこの三つをバラモンの生活手段と規定している。 

忍辱（kṣānti）、聖句の低唱（jāpa）、真実を語ること（satya）に関しては、MBh III, 198, 24（karma 

śūdre kṛṣir vaiśye saṃgrāmaḥ kṣatriye smṛtaḥ | brahmacaryaṃ tapo mantrāḥ satyaṃ ca brāhmaṇe sadā ||「労働は
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parigraha）は、そうではない。もし神々のための財産を施与すること（devārtha-dāna）が

［バラモンの職務］であるならば、それならばデーヴァラカたちはバラモンである。し

かし、神々の財貨に対する欲望が、［彼らの］バラモンたる性質を失わせる。 

 

devadvāre ca yad dānaṃ brāhmaṇāya prayacchati | 

dvāv etau pāpakartārāv ātmadoṣeṇa mānavau || 19 || 

devārthadānaṃ42 vārṣṇeya yad gṛhītvā ca yo dvijaḥ | 

śrāddhe vā yadi vā sattre43 taj juhoti dadāti vā | 

bhinnavṛtto dvijaḥ pāpo rākṣasaḥ so ’bhijāyate || 20 || 

そして、神々の寺院において、もし人が施物をあるバラモンに与えるならば、この［与

えた人と受け取ったバラモンの］二人は、自らの過失により罪を犯した者たちである。

ヴリシュニ族44の男よ。もしあるバラモンが神々のための財産として施与されたもの

（devārtha-dāna）を受け取り、それを祖霊祭（シュラーッダ）、あるいはサットラ祭にお

いて献供したり、あるいは布施したりするならば、そのような職務を違えた悪しきバラ

モンは、ラークシャサとして生まれ変わる。 

 

dvijo devalako yatra paṅktyāṃ bhuṅkte mahīpate | 

annāny upaspṛśen nīcā sā paṅktiḥ pāpam ācaret || 21 || 

dvijo devalako yasya saṃskāraṃ saṃprayacchati | 

so ’dhomukhān pitṝnt45 sarvān ākramya vinipātayet || 22 || 

ātmānaṃ pātayed yas tu so ’nyān uddharate katham | 

uddhariṣyati cātmānam ity eṣā kalpanādhamā || 23 || 

王（サーンバ）よ。デーヴァラカであるバラモンが、ある集団の中で食事をし、食べ物

に触れたならば、そのような集団は卑賎であり、罪を犯すことになるだろう。デーヴァ

ラカであるバラモンが、ある人に一連の通過儀礼（サンスカ－ラ）を授けるならば、そ

の人は［自分の］全ての祖霊たちを掴んで、頭を真っ逆さまに墜落させるであろう。自

らを墜落させるような者が、一体どうして、他の者たちを上昇させる（救い出す）こと

ができようか。また、彼が自らを救い出すかもしれないと、このように想定すること

（kalpanā）は最低である。 

 

 

従僕（シュードラ）に、農業は実業者（ヴァイシャ）に、戦闘は王族（クシャトリヤ）に属します。

清浄行、苦行、聖句（マントラ）、真実は、常にバラモンに属します」（上村 2002a：99））や、BhaG 

18, 42（śamo damastapaḥ śaucaṃ kṣāntir ārjavam eva ca | jñānaṃ vijñānam āstikyaṃ brahmakarma svabhāvajam 

||「寂滅、自制、苦行、清浄、忍耐、廉直、理論知と実践知、信仰。以上は本性より生ずるバラモンの

行為である」（上村 1992：136-137））といった記述が見え、これらも広い意味でバラモンの職務（行

為）に該当すると言えよう。ただし、ここで言及される四つのみを並べてバラモンの職務とする例は

確認できなかった。 
42 devārthadānaṃ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  devānnadānam: Nag and VePr 1896 Note 
43 sattre ] Stietencron;  satre: Nag, VePr 1896 
44 ヤーダヴァ族のうち、英雄ヴリシュニの子孫はとくにヴリシュニ族（vṛṣṇi）と呼ばれる。クリシュ

ナやサーンバ、そしてウグラセーナらはこのヴリシュニ族に属する。 
45 pitṝnt sarvān < pitṝn sarvān：語末 nと語頭 sの間に tが挿入される連声（cf. Whitney 1896：69 [207]）。 
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yo lobhāc46 ca bhayāc caiva kurute raviveśmanaḥ47 | 

vṛttiṃ vidhatte vipratvāt patitas sa tu jāyate48 || 24 || 

sa pratigrahamantreṇa dvijo ’śnāti parigraham | 

devapratigrahārtheṣu vedavākyaṃ49 na vidyate || 25 || 

tasmād rājā na devārthaṃ vipre dadyāt kathaṃcana | 

brahmasūtram ahaṃ chittvā gamiṣyāmīti gamyatām || 26 || 

また、貪欲さと恐怖の故に、太陽神（ラヴィ）の寺院を維持して生計を立てるような者

は、バラモンたる状態からの脱落者（パティタ50）として生まれる。そうしたバラモン

は［バラモンが受け取ってもよい施物については］受け取りの聖句（マントラ）ととも

に、受け取った施物を食べる。神々が受け取るための財産（devapratigrahārtha）に関して

［それをバラモンに施与することを認める］ヴェーダ聖典の言葉は存在しない。それ故、

王は決して神々のための財産をバラモンに施与してはならない。［もし太陽神への施物

をサーンバから受け取ることになるならば］私はバラモンたることを示す聖紐を断ち切

って、［ここから］去るつもりであると、貴方はご理解ください」 

 

sāmba uvāca 

agrāhyaṃ ced dvijātibhyaḥ kasmai deyam idaṃ mayā | 

śrutaṃ vā dṛṣṭapūrvaṃ vā tan me vyākhyātum arhasi || 27 || 

サーンバは言った。「もし、これがバラモンたちにとって受け取ってはならないもので

あるならば、私は誰に施与すべきでしょうか。かつて見たこと、あるいは聞いたことを、

どうか私にご説明ください」 

 

gauramukha uvāca 

magāya saṃprayaccha tvaṃ puram etac chubhaṃ vibho | 

tasyādhikāro devānne51 devatānāṃ ca pūjane || 28 || 

ガウラムカは言った。「王（サーンバ）よ、この美しい都を貴方はマガに差し上げなさ

い。彼（マガ）には、神々に捧げられた食物と、諸々の神像に対する礼拝（プージャナ）

に関して正当な資格52がある」 

 

 
46 lobhāc ] Stietencron, Nag and VePr 1896 Note;  haṭhāc: Nag, VePr 1896 
47 raviveśmanaḥ ] Stietencron, Nag;  raviveśmani: VePr 1896 

 VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
48 vṛttiṃ vidhatte vipratvāt patitas sa tu jāyate ] Stietencron, Nag;  vidyate nāpi viprebhyaḥ patate vipradūṣakaḥ: 

VePr 1896 

VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
49 vedavākyaṃ ] Nag, VePr 1896;  devavākyaṃ: Stietencron 

StietencronはNagおよびVePr 1896の異読を注記しておらず、彼のテキストは誤記の可能性が高い。 
50 原語 patita：何らかの罪を犯したことにより、通常の身分秩序（ヴァルナ）の枠組みから脱落した者

を指す（cf. 渡瀬 2013：464）。 
51 devānne ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  devasya: Aufrecht 
52 原語 adhikāra：BhaviṣyaP I, 117, 37にもマガを太陽神の財産の正当な資格の持ち主（adhikārin）とす

る記述が見え、マガは太陽神の息子であるが故に、そうした資格・権利を持つと説明されている。 
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sāmba53 uvāca 

ko ’yaṃ mageti54 te proktaḥ55 kva cāsau56 vasate vibho | 

kasya putro dvijaśreṣṭha kimācāraḥ kimākṛtiḥ || 29 || 

サーンバは言った。「偉大なるお方よ、最勝なるバラモンよ。貴方がマガと呼んだこの

人物は、何者でしょうか。彼はどこに住んでいるのでしょうか。誰の息子で、どのよう

な習慣を持ち、どのような容貌をしているのでしょうか」 

 

gauramukha uvāca 

yo ’yaṃ mageti vai prokto57 mago divyo dvijottamaḥ58 | 

nikṣubhāgnisuto59 vīra60 ādityātmaja ucyate || 30 || 

ガウラムカは言った。「勇者よ、［私が］マガと呼んだこの者は、神々のごとき、最上の

バラモンであるマガのことで、ニクシュバー女神61とアグニ神の息子であり、太陽神（ア

ーディティヤ）から生まれたと言われている」 

 

sāmba62 uvāca 

kathaṃ sa nikṣubhāputraḥ kathaṃ vīrasutas tathā | 

kathaṃ cādityatanayo mago ’sāv63 ucyate punaḥ64 || 31 || 

サーンバは言った。「彼は、どうしてニクシュバー女神の息子と、またどうしてアグニ

神（vīra）の息子と言われるのでしょうか。またそのマガは、その上どうして太陽神（ア

ーディティヤ）の息子であると言われるのでしょうか」 

 

gauramukha uvāca 

 
53 sāmba ] Stietencron, Nag;  śāmba: Aufrecht 
54 Double Sandhi（magaḥ + iti > maga + iti > mageti）。次詩節 a句も同様（cf. Oberlies 2003：35ff.）。 
55 te proktaḥ ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;  tvat proktaḥ: Stietencron 
56 cāsau ] Stietencron, Aufrecht;  vāsau: Nag, VePr 1896 
57 prokto ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  vipro: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
58 mago divyo dvijottamaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  mama śodityor dvijātayaḥ (?): Aufrecht 
59 nikṣubhāgnisuto ] Aufrecht;  nikṣubhāgnisutaḥ: Stietencron, Nag and VePr 1896 Note;  nikṣubhāyāḥ suto: 

Nag, VePr 1896 
60 vīra-男性単数呼格。母音連続については注 27を参照（cf. 鎧 1995：244、Oberlies 2003：2）。 
61 太陽神の妻の一人で、その名前はBhaviṣya I, 79, 67によれば「動かざるもの」すなわち大地を意味

するとされる。プラーナの神話では太陽神スーリヤの妻としてサンジュニャー（Saṃjñā）とチャーヤ

ー（Chāyā）の二人が知られ、ニクシュバーは後者のチャーヤーと同一視される。なお、サンジュニャ

ーについてはラージュニー（Rājñī）という別の女神が同一視される。BhaviṣyaP I, 79によれば、太陽神

には本来妻としてヴィシュヴァカルマン神の娘サンジュニャーのみがいたが、彼女は夫の放つ光熱を

苦として、自らの影（チャーヤー）に夫の世話を代理させたため、太陽神は二人の妻を得ることにな

ったという。またこれに関連して、ヴィシュヴァカルマン神は太陽神の光を苦とする娘のために、そ

の輝きを材料として他の神々のための道具や武器を作り出し、これによって太陽神の輝きを減じさせ

たという。BhaviṣyaP I, 129, 8-15（= SāmbaP 26, 5-12）によれば、サーンバが手に入れた太陽神像も同様

にして太陽の輝きから作り出されたものだとされる。 
62 sāmba ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  śāmba: Aufrecht 
63 ’sāv ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  ’sau: Aufrecht 
64 punaḥ ] Stietencron, Aufrecht;  ’nagha: Nag, VePr 1896 
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mānuṣatvaṃ gatā65 devī nikṣubhā kila yādava | 

gatā śāpam avāpyeha bhāskarāl lokapūjitā66 || 32 || 

gotraṃ mihiram ity āhus tasmai brāhmaṇyam67 uttamam | 

sujihvo68 nāma dharmātmā ṛṣiputraḥ69 purānagha || 33 || 

tasyātmajā samutpannā nikṣubhā sā70 varāṅganā | 

rūpeṇāpratimā loke hāralīlā matā tu sā71 || 34 || 

ガウラムカは言った。「英雄ヤドゥの末裔よ。伝え聞くところでは（kila）、人間の姿とな

った女神ニクシュバーは、太陽神（バースカラ）から呪いを得た後、この世において世

間で尊崇されるようになった。汚れ無き者（サーンバ）よ。スジフヴァ72という名前で、

法（ダルマ）をよく心得た、聖仙の息子がおり、彼について人々は「氏姓（ゴートラ）

はミヒラである。そのバラモンたる性質は最上である」と言っていた。その彼の娘とし

て生まれたのが、美しい肢体をした、かのニクシュバー女神であり、彼女はこの世で容

姿の美しさの点で比類なく、真珠の如く美しい73と考えられていた。 

 

pitur niyogāt sā kanyā viharej jātavedasam74 || 35 || 

viharantyā75 yathānyāyaṃ samiddhaḥ pāvakas76 tathā77 | 

atha tāṃ devadeveśo hy78 aṃśumālī dadarśa ha || 36 || 

その娘は、父の命令に従って［祭儀のため］祭火を配置せねばならなかった。そこで、

彼女は［祭火を］配置しつつ、規則通りに祭火を燃やしていた。その時、彼女を神々の
 

65 gatā ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;  gatvā: Stietencron 

Nagなどの異読についてStietencronの注記はなく、彼のテキストは誤記の可能性がある。 
66 lokapūjitā ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  lokapūjitāt: Aufrecht 
67 āhus tasmai brāhmaṇyam ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  āhur vrataṃ vai brāhmam: Aufrecht 
68 sujihvo ] Stietencron, VePr 1896;  sujihvā: Nag;  ṛjvāhvo: Aufrecht 

 Stietencron 1966：93, n.62はAufrechtの異読を ṛjvahvoとするが、筆者が確認した限り誤りである。 
69 dharmātmā ṛṣiputraḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  karmātmā ṛṣir āsīt: Aufrecht 
70 nikṣubhā sā ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  nikṣubhāsau: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
71 hāralīlā matā tu sā ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  hāvanī nāma nāmataḥ: Aufrecht 
72 ニクシュバー女神の父親であるこの聖仙の名前は、諸刊本の間で一致しないばかりか、同じ刊本中

でも一定していない。ここではスジフヴァという名前が用いられているが、BhaviṣyaP I, 139, 46ff.では

リグジフヴァ（ṛgjihvaḥ）という名前も現れる。 
73 原語 hāralīlā：Stietencronの独訳（Stietencron 1966：187）やHazra 1958：79は、この語を「ハーラリ

ーラー」という固有名詞に解釈している。Aufrechtが伝える異読（「ハーヴァニーという名前の

（hāvanī nāma nāmataḥ）」）は、そのような解釈を支持するように見える。しかし、物語中でニクシュバ

ー女神がこの名前で呼ばれる箇所はないばかりか、むしろ彼女の名前はニクシュバーで一貫している

印象も受ける。Aurrechtの異読を採用しない場合、この語を固有名詞として解釈する必然性は低いと

判断して、和訳では彼女の美しさの比喩（真珠（hāra）のごとき美しさ（līlā）を持つ）と解した。 
74 jātavedasam ] Stietencron, Aufrecht, VePr 1896;  jātavedasi: Nag 
75 viharantyā ] Stietencron, Aufrecht, VePr 1896;  viharantī: Nag 
76 samiddhaḥ pāvakas ] Stietencron, VePr 1896;  samiddhe pāvake: Nag;  samiddhaṃ pāvakaṃ: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
77 tathā ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tadā: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
78 hy ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  om. : Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
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主である太陽神（アンシュマーリン）がまさに目にしたのであった。 

 

rūpayauvanasaṃpannāṃ tataḥ kāmavaśaṃ gataḥ | 

cintayāmāsa deveśaḥ79 kathaṃ tāṃ vai bhajāmy aham80 || 37 ||  

anayā vihṛto81 yo ’yaṃ pāvako devapūjitaḥ | 

enam82 āviśya tanvaṅgīṃ bhajeyaṃ lokapūjitām || 38 || 

iti saṃcintya deveśaḥ sahasrāṃśur divaspatiḥ | 

viveśa pāvakaṃ vīra tatputraś cābhavat tadā83 || 39 || 

そうして、美しさと若々しさに満ちた彼女に対する情欲に支配された神々の主は「いか

にすれば、私は彼女を我がものにできようか」と考えた。「彼女によって配置された、

神々によって尊崇されるこの祭火の中に入り、華奢な手足をした、世間で尊崇される彼

女のことを、私は我がものにしよう」と考えて、神々の主であり、天の支配者たる太陽

神（サハスラーンシュ）は、祭火の中に入った。そして、その時、彼はその［祭火の］

息子となったのだった。勇者（サーンバ）よ。 

 

tato vilāsalāvaṇyarūpayauvanaśālinī | 

samiddhaṃ laṅghayitvāgniṃ jagāmāyatalocanā || 40 || 

kruddhaḥ svarūpam āsthāya dṛṣṭvā kanyāṃ sa pīḍitaḥ | 

karaṃ kareṇa saṃgṛhya tatas tāṃ havyavāhanaḥ84 || 41 ||  

uvāca yaduśārdūla nodito bhāskareṇa tu85 | 

さてそれから、燃やされている祭火を、艶めかしさと魅力と美しさと若々しさに満ち、

切れ長の目をした彼女が跨いで行ってしまった86。［その行為に］その祭火（havyavāhana）

は怒って本来の姿をとると、彼女を見て気分を害し、［自らの］手で［彼女の］手を捕ま

えてから、［祭火の中に入っている］太陽神（バースカラ）に扇動されて、彼女に［次の

ように］言ったのである。英雄ヤドゥの末裔たる虎よ。 

 

 
79 deveśaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tanvaṅgīṃ: Aufrecht 
80 vai bhajāmy aham ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  vibhaje hy aham: Aufrecht 
81 anayā vihṛto ] em. ;  anayāvahṛto: Stietencron, Nag, VePr 1896;  anayā vidhuto: Aufrecht 

 直前まで用いられている viharetや viharantyāといった表現、viで始まるAufrechtの異読 vidhutoの存

在を考慮してテキストを改める。 
82 enam ] Stietencron;  vanam: Nag, VePr 1896;  etam: Aufrecht 
83 tatputraś cābhavat tadā ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tadā taṃ vibharānanaṃ (?): Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
84 tatas tāṃ havyavāhanaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  uvāca yadunandana: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。厳密にはAufrechtの異読は次詩節の a句（uvāca 

yaduśārdūla）に対応したもので、次注の通りBhaviṣyaP I. 139, 42abに相当する詩節が欠けている。 
85 uvāca yaduśārdūla nodito bhāskareṇa tu ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  om. : Aufrecht 

 StietencronはAufrechtにおける詩節の欠落を注記していない。 
86 祭火を跨ぐことは禁忌であり、MDhŚ 4, 54やYāDhŚ 1, 136等にこれを禁じた規定が見出される。 

MDhŚ 4. 54ab：adhastān nopadadhyāc ca na cainam abhilaṅghayet | 

「〔火を〕地面に置いてはならない。それを跨いではならない。」（渡瀬 2013：138） 
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vedoktaṃ vidhim utsṛjya yathāhaṃ87 laṅghitas tvayā || 42 ||  

tasmān mattaḥ88 samutpannas tava89 putro bhaviṣyati | 

jaraśabdra90 iti khyāto vaṃśakīrtivivardhanaḥ || 43 ||  

agnijātyā magāḥ proktāḥ somajātyā dvijātayaḥ | 

bhojakādityajātyā hi divyās te parikīrtitāḥ || 44 || 

「お前がヴェーダ聖典に語られる儀軌を守らず、私を跨ぎ越えたが故に、私を父として、

お前に息子が生まれることになるだろう。「ジャラシャブダ91」という名で知られる彼は、

一族の名声を高めることになるだろう。火神（アグニ）を生まれとする者たちはマガと

呼ばれる。月神（ソーマ）を生まれとする者たちはバラモンたちである。ボージャカた

ちは太陽神（アーディティヤ）を生まれとする者たちである。神々の系譜に属する彼ら

は広く称えられることになるだろう」 

 

 
87 yathāhaṃ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  yathāyaṃ: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
88 tasmān mattaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tasmāt sa tu: Aufrecht 
89 samutpannas tava ] Stitetncron, Aufrecht;  samutpanno na ca: Nag, VePr 1896 
90 jaraśabda ] Nag, VePr 1896;  jaraśastra: Stietencron;  jalagaṃvu: Aufrecht 

暫定的にNagやVePr 1896の読みに従う。Stietencronの読みは彼の修正された読みである。同じ読み

を持つ写本の存在が示唆されるとはいえ、以下の点を考慮すれば、その採用には疑問も残る。 

StietencronはHodivala 1920やHazra 1958に従ってテキストを jaraśastraと読むと断っている

（Stietencron 1966：94, n.73 “So nach HAZRA und HODIVALA in einigen Mss.”）が、問題は彼がHodivala 

1920やHazra 1958の該当頁を明記していないことである。 

Hodivala 1920：76は、当該箇所の読みを Jarashashdaの誤った読みではないかとしているが、これは

あくまでも彼の推測に過ぎない（“The name Jarashabda was probably a bad reading for Jarashashda.”）。ま

た、彼はこの語がザラスシュトラの訛語であることには同意しているが、テキストを Jaraśastraと読む

ことを主張しているわけではない。一方、Hazra 1958：79には「いくつかの写本によれば Jaraśastra」

という記述が見える（“Gauramukha spoke of the ‘Magas’, whom he described as descendants of Jaraśabda (or 

Jaraśastra, according to some Mss).”）。しかし、具体的な写本情報への言及はなく、また同箇所における

注記（Hazra 1958：79, n.99）も、Aufrechtを参照してボードリアン図書館蔵の写本が jalagamvuという

読みを伝えると記すのみである（“The Bodlean Ms reads ‘jalagamvu.’－See Aufrecht, Bod Cat, p 33a”）。 

この他に藤原 2002：53には「Jaraśabda（ボドレイ写本では Jaraśastra）がマガたちの始祖である」と

いった記述が見える。ここで言及される「ボドレイ写本」がAufrechtにその一部が転記された

BhaviṣyaPの写本であることは、別の箇所の記述から明らかであるが、しかし、その異読は上掲の通り

jalagaṃvuであって jaraśastraではない。藤原 2002はこの記述の前後でHodivala 1920の他、

Scheftelowitz 1933、Humbach 1978を参照したことを注記しているが、ここに記された異読情報を支持

する記述はそのいずれにおいても見出せなかった。 
91 Hazra 1958：79はジャラシャストラ（Jaraśastra）という異読の存在を伝える（注 90を参照）。マガ

の祖とされるこの人物については、複数の先行研究がゾロアスター教の開祖ザラスシュトラ（Av. 

Zaraθuštra）との関連を指摘している（Hodivala 1920：76、Scheftelowitz 1933：299、Hazra 1958：98、

Stietencron 1966：236、Humbach 1978：250）。また、邦語の概説書にもこれに従う見解が見える（岡田

1988：166、青木 2019：114）。 

Hodivala 1920ではこのジャラシャブダの誕生物語とゾロアスター教の宗教文献『デーンカルド』に

見える教祖伝との比較がなされているが、説得的とは言い難い。Humbach 1978はBhaviṣyaPに見える

このジャラシャブダへの言及は、ムガル帝国時代アクバル帝の宮廷におけるパールシーとの交流の結

果生じたものではないかと推測している。 
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tām evam uktvā bhagavān ādityo ’ntardadhe ’gnimān92 | 

athotpannāṃ prajāṃ jñātvā dhyānayogena vai93 ṛṣiḥ || 45 ||  

patitaḥ syān mahātejā ṛgjihvaḥ94 sumahāmatiḥ | 

śāpam udyamya tejasvī95 ṛgjihvo96 vākyam abravīt || 46 || 

ātmāparādhāt kāminyā yathā garbho ’nalāvṛtaḥ | 

sambhūtas te mahābhāge97 apūjyo ’yaṃ bhaviṣyati || 47 || 

彼女にこのように言うと、祭火の中の太陽神（アーディティヤ）は姿を隠した。さて、

偉大な輝きを有する、非常に賢き聖仙、輝けるリグジフヴァ98（＝スジフヴァ）は、生

まれた子供のことを深い瞑想行（dhyānayoga）によって知り、彼が堕落するようにとい

う呪いをかけると99、［次のような］言葉を語った。「大いに幸運なる女よ、お前自身の

過失の故に、火で覆われて生まれたのであるから、ふしだらなお前のこの胎児は尊崇さ

れぬ者（apūjya）となるであろう」 

 

putraśokābhisaṃtaptā bāṣpaparyākulekṣaṇā100 | 

cintayāmāsa duḥkhārtā tam ekaṃ jvalanākṛtim || 48 || 

tato devavariṣṭhasya mama yonisamudbhavaḥ | 

ayaṃ datto mahāśāpaḥ pūjyatāṃ kartum arhasi || 49 ||  

bhavet pūjyo hi me putro deveśvara tathā kuru | 

［このように言われて、］息子に関する憂いに押しつぶされ、その眼に涙を溢れさせた

彼女は、苦しみに苛まれながら、火の姿をした彼（太陽神）一人だけを心に思った。「す

ると、私の胎に生じたのは、神々の中で最も優れたる方の［息子］である。［その彼に］

このような強大な呪いがかけられた。どうか［息子が］尊崇されるようにしてください。

私の息子が尊崇される者となるように、神々の主よ、そのようにしてください」 

 

evaṃ cintayamānas tu bhagavān aryamā kila || 50 || 

āgneyaṃ rūpam āśritya cedaṃ vacanam abravīt | 

 
92 ’ntardadhe ’gnimān ] Stietencron, Aufrecht;  ’ntaratas tadā: Nag;  ’ntaradhīyata: VePr 1896 
93 連声違反。注 27も参照（cf. Oberlies 2003：19）。ただし、この連声違反は本章（BhaviṣyaP I, 139）に

頻出する他の例とは異なり、詩脚の区切れに生じたものではない。 
94 ṛgjihvaḥ ] Stietencron, Nag;  ṛjihvaḥ: VePr 1896 
95 連声違反。注 27を参照（cf. Oberlies 2003：14）。 
96 ṛgjihvo ] Stietencron, Nag;  ṛjiśvā: VePr 1896 
97 mahābhāga-女性単数呼格。注 27を参照（cf. Oberlies 2003：20）。 
98 BhaviṣyaP I, 139, 33に現れるスジフヴァのことを指す。 
99 この箇所は原文の解釈が困難である。刊本のテキストの誤りも想定されるが、ここでは暫定的に

Stietencronの訳に従い patitaḥ syātを次の śāpam udyamyaと繋げて読む。ただし、続く聖仙の発言やその

後のニクシュバーや太陽神の発言において呪いの内容が apūjyaとされていることを考慮すると、patita

となることを呪いの言葉とするこの解釈はやや不適当である。 

Stietencron 1966：188, n.25には第二の解釈として主語を聖仙リグジフヴァと解釈し、patitaḥ syātを直

前の絶対詞 jñātvāと関連させて、聖仙は子供が生まれたこと、そして自身が堕落したことを知ったす

る解釈も提示されている。同様の解釈はHazra 1958：80における当該箇所の英訳にも見出される（“He 

deemed himself lowered”）。 
100 bāṣpapary˚- ] Stietencron;  bālā pary˚- : Nag;  bālyapary˚- : VePr 1896 
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snigdho gambhīranirghoṣaḥ śānto jvaravivarjitaḥ || 51 || 

ṛgjihvaḥ101 sumahātejā dharmaṃ carati suvrataḥ102 | 

tenotsṛṣṭaṃ mahāśāpaṃ nānyathā kartum utsahe || 52 || 

一方、伝え聞くところでは（kila）［彼女によって］このように心に思われていた太陽神

（アリヤマン）は、火の姿をとると、次のような言葉を語ったという。「温情にあふれ、

低く落ち着いた（＝朗誦に適した）声であり、平静で憂い無く、偉大な輝きを有するリ

グジフヴァは、誓戒をよく守る者であり、義務（ダルマ）を果たしている。その彼によ

って発せられた強大な呪いを、別のようにすることは私には出来ない。 

 

kiṃ tu kāryagarīyastvād103 ātmano yogyam uttamam | 

tava putraṃ vidhāsyāmi cāpūjyaṃ vedapāragam || 53 || 

vaṃśaś ca sumahāṃs tasya nivasiṣyati bhūtale | 

mamāṅgāni mahātmāno vasiṣṭhā104 brahmavādinaḥ || 54 ||  

madgāyanā madyajanā madbhaktā matparāyaṇāḥ | 

mama śuśrūṣakāś caiva mama ca vratacāriṇaḥ || 55 ||105 

tvāṃ ca māṃ ca yathānyāyaṃ vedatattvārthadarśinaḥ106 | 

pūjayiṣyanti niratāḥ sadā madbhāvabhāvitāḥ || 56 || 

しかしながら、事がより重大であるが故に、私はお前の息子を私自身とって最も有用な

者として、尊崇されない者［であるとはいえ］ヴェーダ聖典に完全に精通した者として

任じることにしよう。そして、その彼の一族は偉大な一族としてこの地上に住まうこと

になるであろう。彼らは、私の四肢であり、偉大な魂を持ち主であり、最も優れた者た

ちであり、根本原理（ブラフマン）について議論する者たちである。彼らは、私のこと

を歌い称え、私に対して祭式を行い、私のことを信愛し、私に対して心身を捧げる者た

ちであり、私への奉仕者たちに他ならず、そして、私への誓戒をよく果たす者たちであ

る。ヴェーダ聖典の真の意味を知り、私という存在から生み出された彼らは、常に喜び

ながら、規則通りに、お前に対しても私に対しても礼拝（プージャー）をなすであろう。 

 

matkarmaṇāṃ madaṅgānāṃ madbhāvaviniveśanāt | 

virajā matprasādena mām evaiṣyanty asaṃśayam || 57 ||  

jaṭāśmaśrudharā nityaṃ sadā mayi parāyaṇāḥ | 

pañcakālavidhānajñā vīra kālasya yajvinaḥ || 58 || 

清浄なる彼らは、私の諸々の行為、私の四肢、私の本質に従属するが故に、私の好意に

 
101 ṛgjihvaḥ ] Stietencron, Nag;  ṛjihvaḥ: VePr 1896 
102 suvrataḥ ] Stietencron;  suvrata: Nag, VePr 1896 
103 kāryagarīyastvād ] Stietencron, Nag;  kāryaṃ garīyastvād: VePr 1896 
104 vasiṣṭhā ] Stietencron, VePr 1896;  vāśiṣṭhā:  Nag 

StietencronはNagにおける異読 vāśiṣṭhāについて、マガを著名な聖仙ヴァスィシュタに関連付ける誤

った読みと見なしている（Stietencron 1966：95, n.82）。なお、彼はVePr 1896の異読を vāsiṣṭhāと注記す

るが、筆者が確認した限りこれは誤記のようである。 
105 BhaviṣyaP I, 139, 77cd-78abにも、本詩節とほぼ同じ表現が現れる。 
106 vedatattvārtha˚- ] Stietencron, VePr 1896;  vedaṃ tattvārtha˚- : Nag 
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よって、［死後に］他ならぬ私のもとへ至るであろう。これは疑いない。彼らは、いつも

編まれた髪と髭をしており、常に私に心身を捧げる者たちである。彼らは、五つの時間

の儀規107（pañca-kāla-vidhāna）を知る、時間（カーラ）の崇拝者たちである108。勇者（サ

ーンバ）よ。 

 

pūrṇaikaṃ dakṣiṇe109 pāṇau varśma110 vāmena dhārayan | 

patidānena vadanaṃ pracchādya niyataḥ śuciḥ || 59 || 

prāṇaṃ hi mahatāṃ kṛtvā tato bhuñjīta vāgyataḥ | 

［マガは］プールナイカ111を右の手に、ヴァルシュマン112を左［の手］で持ちながら、

パティダーナ113によって口を覆って、心落ち着き、清浄である。彼は、息を大きく吐い

た後、言葉を発さず食事せねばならない。 

 

ayamāc cāprasādāc ca vyākulendriyacetasā || 60 ||  

vidhihīnaṃ mantrahīnaṃ ye vai yakṣyanti114 mām ataḥ | 

 
107 先行研究はこの記述をゾロアスター教におけるガー（Gāh）すなわち一日の五区分およびその各時

における祈祷の風習と比較する（足利 1953：95、Stietencron 1966：268-269、Humbach 1978：248）。 
108 Stitencronはこの記述から、ボージャカがゾロアスター教における時間崇拝者、すなわち時間神ズ

ルヴァーンの崇拝者であった可能性を想定する（Stietencron 1966：190, n.90; 266）。しかし、ここまで

太陽崇拝者として描写されてきたボージャカが突如、時間崇拝者と呼ばれるのはやや奇異でもある。

むしろ、ここでは時間（カーラ kāla）という語が太陽神の別名として用いられているとも解釈でき

る。太陽神の別名としてカーラが用いられる例としては、Rāma VI, 105, 8（いわゆるĀditya-hṛdaya）や

MBh III, 3, 18（太陽神の百八の名前のリスト）が挙げられる。 
109 pūrṇaikaṃ dakṣiṇe] Stietencron;  pūrṇaikadakṣiṇe: Nag, VePr 1896 
110 varśma ] Stietencron;  varma: Nag, VePr 1896 

 NagおよびVepR 1896は varmaという読みを伝えており、Stietencronの varśmaは彼による修正され

た読みである。Aufrechtはこの詩節の前後で転記を中略しているため、その異読を確認できない。 

しかし、この語がAv. barəsmanの訛語と推定されること（注 112参照）、さらにBhaviṣyaP I, 140, 42

で言及される、通常のバラモンのダルバ草（Darbha）と対比されたマガの祭儀用の植物の名前につい

て、NagとVePr 1896が伝える読み dharmoに対するAufrechtの異読 varśmāの存在を考慮して、本稿も

ここではStietencronの修正を支持する。同様の修正はHazra 1958：81, n.107も提案している。 
111 原語 pūrṇaika：マガが儀礼で用いる何らかの道具。pūrṇa（「満たされた」）という語からは何らかの

液体を保管する道具であることが推測されるが、先行研究もイラン語への比定を試みておらず詳細は

不明（cf. Humbach 1978：248 “Although we do not know the meaning of pūrṇaika, ….”）。足利 1953：95は

これを聖水を入れる壺または容器ではないかとしている。この語はMWやBöthでは pūrṇakaという語

形で立項されており（足利 1953：95やHazra 1958：81もテキストの引用において pūrṇakaと記してい

る）、また、その語義の一つに「マガの使う器の一種（a particular vessel or utensil (used by the Magas) ／

ein bestimmte Geräthe (bei den Maga)）」が挙げられている。ただし、この語義の典拠としてBöthが挙げ

る“ViṣṇuP 2, 5, 384”は、現行のViṣṇuPの刊本に該当箇所を確認できなかった。 
112 原語 varśman：ゾロアスター教の神官が儀礼の際に手に持つ木枝の束バルスマン（Av. barəsman）に

比定される。バルスマンは今日ではバルソム（Barsom）と呼ばれ、木枝の代わりに金属製の細い棒が

用いられる。 
113 原語 patidāna：ゾロアスター教の神官が身に付ける口覆いパイティダーナ（Av. paiti.dāna）に比定さ

れる（今日ではパダーン（Padān）と呼ばれる）。ゾロアスター教では呼気が不浄なものと見なされる

ので、それによって聖火を汚すことを避けるために、神官は儀礼に際して口を覆う。 
114 vai yakṣyanti ] Stietencron, Nag;  yajiṣyanti: VePr 1896 

 VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
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te ’pi svargāc cyutāḥ klāntā ramante sūryasaṃnidhau || 61 || 

心の落ち着きも好意もないが故に、混乱した感官や思考でもって、儀軌も聖句（マント

ラ）も欠いたまま私に対する祭式を行わんとし、そのこと故に、天界（スヴァルガ）か

ら追放され疲弊したとしても、彼ら（マガたち）は太陽神（スーリヤ）の近傍に留まる。 

 

evaṃvidhās tava sutā bhaviṣyanti115 mahītale | 

magavaṃśe mahātmāno vedavedāṅgapāragāḥ || 62 || 

evam āśvāsya tāṃ devīṃ bhāskaro vāritaskaraḥ | 

antardadhe mahātejāḥ sā ca harṣam avāpa ha || 63 || 

このように任じられたお前の子孫は、この地上においてマガの一族の中で、偉大なる魂

を有し、ヴェーダ聖典とその補助学に完全に通じた者たちとなるであろう116」と。この

ように、その女神を慰めた後、水を奪い去る者117、偉大な輝きを有する太陽神（バース

カラ）は姿を消した。そして彼女（ニクシュバー）は誠に歓喜した。 

 

evam ete samutpannā bhojakāḥ kṛṣṇanandana | 

naikṣubhās118 te tathādityā utpannā lokapūjitāḥ || 64 || 

teṣām etat puraṃ dehi paryāptās119 te pratigrahe120 | 

tvadīyasyāsya me vīra tathā bhāskarapūjane || 65 || 

クリシュナの息子よ、以上のようにして生まれたこの者たちがボージャカたちである。

彼らはニクシュバー女神の子供、そして太陽神（アーディティヤ）の子供として生まれ

た、世間で尊崇される者たちである。彼らに［お前の］この都を与えよ。勇者よ。彼ら

は、私よりもお前が所有するこの［都を］受け取るのに相応しく、また太陽神（バース

カラ）の礼拝（プージャー）にも相応しい」 

 

tasya gauramukhasyedaṃ vākyaṃ śrutvā sa yādavaḥ | 

sāmbo jāmbhavatīputraḥ praṇamya śirasoktavān || 66 || 

kva vasante mahātmāna ete bhāskaraputrakāḥ | 

 
115 bhaviṣyanti ] Stietencron, Nag;  bhavaṣyanti: VePr 1896 
116 ここでは、ニクシュバー女神の子孫（BhaviṣyaP I, 139, 64によればボージャカ）とマガに区別があ

ると解釈して和訳した。BhaviṣyaPには、同じ文脈中でありながらマガとボージャカがお互いに言い換

えられた箇所が見出される。例えば、BhaviṣyaP I, 139, 28においてガウラムカは都をマガに与えるよう

助言するが、同 64-65ではボージャカに与えるようにと述べている。また同 67-68ではボージャカの居

場所を尋ねるサーンバに対して、ガウラムカはマガの居場所を知らないと答えている。 

その一方で、BhaviṣyaP I, 141, 5-11には、サーンバがシャーカ大陸から連れてきたマガの男性とヤー

ダヴァ族の一氏族であるボージャ族（Bhoja）の女性との間に生まれたのがボージャカ（Bhojaka）たち

であるという、マガとボージャカの区別を前提としたような記述も見える。 
117 原語 vāritaskara：水（vāri）の盗人（taskara）の意で、太陽が水を蒸発させることを指す。インドに

は太陽光線を通じて水が天地を循環するという観念があり、太陽は蒸発させた水を天に保持し、それ

を雨期に放出すると考えられた（cf. 阪本 2015：12-16）。 
118 naikṣubhās ] Stietencron;  viṣṇubhās: Nag, VePr 1896 
119 paryāptās ] Stietencron, Nag;  paryāptas: VePr 1896 
120 pratigrahe ] Stietencron, Nag;  pratigrahaḥ: VePr 1896 
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bhojakā dvijaśārdūla yena tān ānayāmy aham || 67 || 

ガウラムカのこうした言葉を聞いて、ヤーダヴァ族のその男、すなわちジャーンバヴァ

ティーの息子サーンバは、頭を下げて拝礼してから言った。「偉大なる魂を持つお方、

バラモンの中の虎たるお方よ。いずこに、太陽神（バースカラ）の子孫たる、このボー

ジャカたちは住んでいるのでしょうか。どのようにして、私は彼らを連れて来ましょう

か」 

 

gauramukha uvāca 

nāhaṃ jāne mahābāho vasante yatra vai magāḥ | 

jānīte tān ravir121 vīra tasmāt taṃ śaraṇaṃ vraja || 68 || 

ガウラムカは言った。「勇者よ、腕長き者よ。マガたちが住んでいる場所を私は知らな

い。［だが］太陽神（ラヴィ）は彼らを知っている。それ故に、貴方は彼に庇護を求めな

さい」 

 

brāhmaṇenaivam uktas tu praṇamya śirasā ravim | 

jagāda bhāskaraṃ sāmbaḥ kas te pūjāṃ kariṣyati || 69 || 

さて、バラモン（ガウラムカ）にこのように言われたサーンバは、太陽神（ラヴィ）に

頭を下げて拝礼してから、太陽神（バースカラ）に言った。「誰であれば貴方に対する礼

拝（プージャー）をなしえましょうか」 

 

vijñaptā122 tv atha123 sāmbena pratimā tam uvāca ha | 

na yogyaḥ124 paricaryāyāṃ jambūdvīpe125 mamānagha || 70 || 

mama pūjākarān126 gatvā śākadvīpād ihānaya |  

lavaṇodāt pare pāre kṣīrodena samāvṛtaḥ127 || 71 ||  

jambūdvīpāt128 paras tasmāc129 chākadvīpa iti130 smṛtaḥ131 |  

すると、サーンバに尋ねられた神像132は彼に言った。「罪なき者（サーンバ）よ、私への

 
121 jānīte tān ravir ] Stietencron, Nag;  ravis tāj jānate: VePr 1896 

VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
122 vijñaptā ] em.;  vijñāptā: Stietencron;  vijñaptas: Nag, VePr 1896 

 Stietencronにおける vijñāptāを誤記と判断してテキストを vijñaptāに改める。なお、NagとVePr 1896

の異読を vijñāptasと記す彼の注記（Stietencron 1966：46, n.45）もおそらく誤り。 
123 atha ] Stietencron;  eva: Nag, VePr 1896 
124 yogyaḥ ] Stietencron, Aufrecht;  yogyāḥ: Nag, VePr 1896 
125 jambūdvīpe ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  jambudvīpe: Aufrecht 
126 pūjākarān ] Stietencron, Aufrecht;  pūjākaraṃ: Nag, VePr 1896 
127 samāvṛtaḥ ] Stietencron, Nag;  samāvṛtaṃ: Aufrecht, VePr 1896 
128 jambūdvīpāt ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  jambudvīpāt: Aufrecht 
129 paras tasmāc ] Stietencron;  paro yasmāc: Nag;  paraṃ yasmāc: Aufrecht, VePr 1896 
130 chākadvīpa iti ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  chākadvīpam iti: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
131 smṛtaḥ ] Nag;  śrutaḥ: Stietencron;  smṛtaṃ: Aufrecht, VePr 1896 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
132 神像はそれが象る神本人と同一視される。ここでは寺院に置かれた太陽神像が太陽神本人としてサ

ーンバと会話している。 
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奉仕に相応しい者は、ジャンブー大陸133にはいない。お前は、私への礼拝（プージャー）

をなす者たちのところへ行き、彼らをシャーカ大陸134からここに連れて来なさい。シャ

ーカ大陸は、このジャンブー大陸から離れており、塩水の海から遥かに離れたところに

あり、乳の海によって取り囲まれていると伝承されている。 

 

tatra puṇyā janapadāś cāturvarṇyasamāśritāḥ135 || 72 || 

magāś ca magagāś136 caiva mānasā137 mandagās tathā | 

magā brāhmaṇabhūyiṣṭā magagāḥ138 kṣatriyāḥ smṛtāḥ || 73 ||  

vaiśyās tu mānasā139 jñeyāḥ śūdrās teṣāṃ tu mandagāḥ | 

na teṣāṃ saṃkaraḥ140 kaścid varṇāśramakṛtaḥ141 kvacit || 74 ||142 

dharmasyāvyabhicāritvād ekāntasukhitāḥ143 prajāḥ | 

 
133 ジャンブー大陸は世界を構成する七つの大陸の一つ。インドの神話的な地理理解では中心に位置す

るジャンブー大陸を他の六つの大陸と七つの海が同心円状に取り囲んでいるとされた。BhaviṣyaPを含

む大多数のプラーナは七つの大陸についてジャンブー（Jambū-）、プラクシャ（Plakṣa-）、シャールマ

リ（Śālmali-）、クシャ（Kuśa-）、クラウンチャ（Krauñca-）、シャーカ（Śāka-）、プシュカラ

（Puṣkara-）をこの順番で挙げる（cf. Kirfel 1920：56ff.）。インド（バーラタ・ヴァルシャ）はこのジャ

ンブー大陸に位置するとされる。 
134 シャーカ大陸については上記注を参照。 
135 cāturvarṇyasamāśritāḥ ] Stietencron;  caturvarṇasamanvitāḥ: Nag, VePr 1896;  cāturvarṇyasamāvṛtāḥ: 

Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
136 magagāś ] Nag, VePr 1896;  maśakāś: Stietencron;  magasāś: Aufrecht 

 Aufrechtの異読をmagasaと記すStietencronの注記は正確ではない。Stietencronの読みmaśakāśは

MBhの並行箇所（MBh VI, 12, 33）の読みに基づいている（注 142参照）。 
137 mānasā ] Stietencron, Aufrecht;  gānagā: Nag, VePr 1896;  mānasāḥ: Nag and VePr 1896 Note 
138 magagāḥ ] Nag, VePr 1896;  maśakāḥ: Stietencron;  magasāḥ: Aufrecht 
139 mānasā ] Stietencron, Aufrecht;  gānagā: Nag, VePr 1896 
140 saṃkaraḥ ] Stietencron, Nag, Aufrecht;  śaṃkaraḥ: VePr 1896 

 VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
141 varṇāśramakṛtaḥ ] Stietencron;  dharmāśrayakṛte: Nag, VePr 1896;  dharmāśrayakṛtaḥ: Aufrecht 

Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
142 BhaviṣyaP I, 139, 72-74はSP 26, 29cd-31との並行詩節である他、ViṣṇuP等にも並行する記述が見出

される（cf. Hazra 1958：41）。これらプラーナ文献の記述はMBhの以下からの引用と推測される。 

MBh VI, 12, 33-35：tatra puṇyā janapadāś catvāro lokasaṃmatāḥ | magāś ca maśakāś caiva mānasā mandagās 

tathā || 33 || magā brāhmaṇabhūyiṣṭhāḥ svakarmaniratā nṛpa | maśakeṣu tu rājanyā dhārmikāḥ sarvakāmadāḥ || 34 || 

mānaseṣu mahārāja vaiśyāḥ karmopajīvinaḥ | sarvakāmasamāyuktāḥ śūrā dharmārthaniścitāḥ | śūdrās tu mandage 

nityaṃ puruṣā dharmaśīlinaḥ || 35 || 

「そこには、世人に尊敬される四つの清浄な国土がある。すなわち、マガ、マシャカ、マーナサ、マ

ンダガである。王よ、マガには主として自己の仕事に専念するバラモンたちがいる。またマシャカに

は、すべての願望をかなえる徳高い王族たちがいる。大王よ、マーナサには、それぞれの仕事で生活

する実業者（ヴァイシャ）たちがいる。彼らは一切の願望を満たされ、勇猛で、法（ダルマ）と実利

（アルタ）に専念している。マンダガには、常に法を守るシュードラの人々がいる。」（上村 2002b：

53-54） 
143 dharmasyāvyabhicāritvād ekāntasukhitāḥ ] Stietencron;  dharmasyāsya vicāro vā hy ekataḥ sukhinaḥ: Nag;  

dharmasyāsya vicāraṃ vā hy ekataḥ sukhinaḥ: VePr 1896;  dharmasyāvyabhicāratvād ekāntasukhinaḥ: 

Aufrecht 
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tejasas144 te madīyasya145 nirmitā viśvakarmaṇā || 75 || 

そこには、四つの種姓（ヴァルナ）に属する有徳の人々がいる。［すなわち］マガたちと

マガガたち、マーナサたちとマンダガたちである146。マガたちはほとんどバラモンであ

り、マガガたちはクシャトリヤであると伝承されている。一方、ヴァイシャはマーナサ

たちであり、他方、彼らの内のシュードラはマンダガたちであると知られる。彼らには、

四種姓（ヴァルナ）と四住期（アーシュラマ）における身分秩序の交雑はいかなるもの

であれ全く存在しない。法（ダルマ）からの逸脱が無いが故に、ひたすら幸福であるそ

の人々は、私の輝きからヴィシュヴァカルマン神147によって作り出された。 

 

tebhyo vedās tu148 catvāraḥ sarahasyā mayoditāḥ149 | 

vedoktair vividhaiḥ stotraiḥ parair guhyair mayā kṛtaiḥ || 76 || 

mām eva te ca dhyāyanti māṃ yajante ca150 nityaśaḥ | 

madbhāvanā madyajanā151 madbhaktā matparāyaṇāḥ || 77 || 

mama śuśrūṣakāś caiva mama ca152 vratacāriṇaḥ | 

さて、彼らには、秘密の教え（ウパニシャッド）を伴う四つのヴェーダ聖典が、私によ

って告げられた。私によって作られ、ヴェーダ聖典によって語られた、様々な最高の秘

密の賛歌によって、彼らは他ならぬ私だけを観想し、また常に私に対して祭式を行って

いる。彼らは、私のことを思い描き、私に対して祭式を行い、私のことを信愛し、私に

 
144 tejasas ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tejasā: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
145 madīyasya ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  madīyena: Aufrecht 

 Aufrechtの異読についてStietencronの注記はない。 
146 いくつかの先行研究が、ここで言及されるシャーカ大陸の四種姓の名前を歴史上の民族に比定する

ことを試みている。ここでは主要な比定の試みとしてScheftelowitz 1933：316-317、Hazra 1958：41, 

n.22、Prakash 1961：253-287、Humbach 2001：90における比定先を以下に示す。 

※略号： Av. = Avestan／MP. = Middle Persian／OP. Old Persian／Skt. = Sanskrit 

 Maśaka / Magaga Mānasa Mandaga 

Scheftelowitz 

1933 
サカ語（sakisch）の 

*masak “偉大な” 

Skt. vaiśyaのイラン語訳 

māna-za “家に留まっている” 

MP. bandag “使用人・

奴隷” 

Hazra 

1958 
マッサゲタイ

（Massagetai） 

  

Prakash 

1961 
聖書のマゴグ（Magog） 聖書のゴグ（Gog） 

※異読 gānagaに基づく 

オリエントのMadā

（＝メディア人） 

Humbach 

2001 
Av. mašiiāka “男・人間” 

OP. maθišta(ka) “指導者” 

MP. mānbed “家の主人” 

（＝Skt. gṛhapati） 

OP. bandaka “使用人” 

MP. bandag 

四種姓の一つ目Magaについては、いずれも一致してペルシアの宗教者マゴス（OP. magu; Av. moγu; 

MP. moγ）に比定している。 
147 神々の工匠神。太陽神との関わりについては注 61を参照。 
148 vedās tu ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;  vedāś ca: Stietencron;   
149 mayoditāḥ ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;  mayeritāḥ: Stietencront 
150 mām eva te ca dhyāyanti māṃ yajante ca] Stietencron;  te ca dhyāyanti mām eva yajante māṃ ca: Nag;  mām 

eva te ’bhidhyāyante japante māṃ ca: Aufrecht;  māṃ eva te ca dhyāyante yajante māṃ ca: VePr 1896 
151 madbhāvanā madyajanā] Stietencron;  manmānasā madyajanā : Nag, VePr 1896;  manmanād yajanaparā: 

Aufrecht 
152 mama ca ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;  mamaiva: Stietencron 
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対して心身を捧げる者たちであり、私への奉仕者たちに他ならず、そして私への誓戒を

よく果たす者たちである。 

 

avyaṅgadhāriṇaś caiva153 vidhidṛṣṭena karmaṇā || 78 || 

kurvanti te sadā bhadrāṃ154 mama pūjāṃ mano’nugām155 | 

tathā156 devāḥ sagandharvāḥ siddhāś ca saha cāraṇaiḥ | 

viharante ramante ca dṛśyamānāś ca taiḥ saha || 79 || 

そして、彼らはアヴィヤンガ157を身に着けて、儀軌に則った儀礼行為でもって、常に私

に対して、意に叶った喜ばしい礼拝（プージャー）を行っている。そして、ガンダルヴ

ァたちを連れた神々やシッダたちが、チャーラナたち158と共に、愉快に過ごしたり、楽

しんだりしており、彼ら（マガたち）と一緒にいるのが見出される。 

 

jambūdvīpe159 tv ahaṃ viṣṇur vedavedāṅgapūjitaḥ |  

śakro ’haṃ śālmalīdvīpe160 krauñcadvīpe hy ahaṃ bhagaḥ161 || 80 || 

plakṣadvīpe tv ahaṃ bhānuḥ śākadvīpe divākaraḥ | 

puṣkare ca smṛto brahmā tataś162 cāhaṃ maheśvaraḥ || 81 || 

私はジャンブー大陸では、ヴェーダ聖典とその補助学によって尊崇されるヴィシュヌ神

である一方、シャールマリー大陸では、私は力強きインドラ神（シャクラ）であり、ク

ラウンチャ大陸では、私はバガ神である。他方、プラクシャ大陸では、私は光り輝く者

（バーヌ）であり、シャーカ大陸では一日を作り出す者（ディヴァーカラ）であり、そ

してプシュカラ大陸ではブラフマー神であり、さらに私はシヴァ神（マヘーシュヴァラ）

であると伝承される163。 

 

tān magān mama pūjārthaṃ śākadvīpād ihānaya | 

āruhya garuḍaṃ sāmba śīghraṃ gacchāvicārayan164 || 82 || 

そのマガたちを、私への礼拝（プージャー）のためにシャーカ大陸からここへ連れて来
 

153 -˚dhāriṇaś caiva ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;  -˚dhāriṇaḥ sarve: Stietencron 
154 bhadrāṃ ] Nag;  tatra: Stietencron;  bhadra: Aufrecht, bhadraṃ: VePr 1896 
155 mano’nugām ] Stietencron, Aufrecht;  mamānugāḥ: Nag, VePr 1896 
156 tathā ] Nag, Aufrecht, VePr 1896;   tatra: Stietencron;   
157 原語 avyaṅga：マガたちが身に付けるとされる腰紐。BhaviṣyaP I. 117, 54cd-55abでは abhyaṅgaという

異綴形が現れ、その着用はマガの義務とされている。ゾロアスター教徒が着用を義務とする聖紐アイウ

ィヨーンハナ（Av. aiβiiā̊ŋhana）に比定される。なお、この聖紐は今日ではクスティー（Kusti）という名

で知られる。 
158 チャーラナは天界に住む種族の一つで、ガンダルヴァらと同様、天界の楽士として知られる。 
159 jambūdvīpe ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  jambudvīpe: Aufrecht 
160 śālmalīdvīpe ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  śālmalidvīpe: Aufrecht 
161 bhagaḥ ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  śivaḥ: Nag and VePr 1896 Note 
162 tataś ] Stietencron, Nag, VePr 1896;  tatra (?): Aufrecht 
163 ここで言及されるバーヌ（光り輝く者）、ディヴァーカラ（一日を作り出す者）はいずれも太陽を

意味する。また、バガ神はプラーナ文献において太陽と結び付けられる十二のアーディティヤ神群の

うちの一人で、しばしば太陽神の意でも用いられる。なお、この文のSāmbaPの並行箇所（SāmbaP 26, 

37-38）では、挙げられている大陸の名前と対応する神格に違いがある。 
164 gacchā˚- ] Stietencron;  gatvā˚- : Nag, VePr 1896 
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なさい。ガルダ鳥に乗って、躊躇うことなく、速やかに行きなさい、サーンバよ」 

 

tatheti gṛhya tāṃ ājñāṃ165 raver jāmbavatīsutaḥ | 

punar dvāravatīṃ gatvā kāntyātīva samanvitaḥ166 || 83 ||  

ākhyātavān pituḥ sarvaṃ svakīyaṃ devadarśanam | 

tasmāc ca garuḍaṃ labdhvā yayau sāmbo ’dhiruhya tam || 84 || 

以上のような167太陽神（ラヴィ）の命令を受けると、ジャーンバヴァティーの息子（サ

ーンバ）は、この上ない美しさに満ちて、再びドヴァーラヴァティー168へ行き、自身が

神とまみえたことをそっくり父（クリシュナ）に語ったのであった。そして、彼からガ

ルダ鳥を受け取ると、サーンバはそれに乗って［シャーカ大陸へ］向かった。 

 

śākadvīpam anuprāpya saṃprahṛṣṭatanūruhaḥ | 

tatrāpaśyad yathoddiṣṭān sāmbas tejasvino magān || 85 || 

vivasvantam pūjayato169 dhūpagandhādibhiḥ170 śubhaiḥ | 

so ’bhivādya ca tān pūrvaṃ kṛtvāpy eṣāṃ pradakṣiṇām || 86 || 

pṛṣṭvā cānāmayaṃ171 teṣāṃ ślāghayāmāsa tāṃs tataḥ172 | 

シャーカ大陸に到着すると、歓喜で体毛が逆立ったサーンバは、述べられた通りの輝か

しいマガたちが、心地よいお香（ドゥーパ）や香木（ガンダ）などによって太陽神（ヴ

ィヴァスヴァット）に対して礼拝（プージャー）を行っているのを、そこで目にした。

そして、彼はまず最初に彼らに恭しく挨拶し、彼らに右繞173も行い、そして彼らの息災

を尋ねてから、彼らのことを称えた。 

 

yūyaṃ hi puṇyakarmāṇo draṣṭavyāś ca śubhārthibhiḥ174 | 

ratā ye175 ’rkasya pūjāyāṃ yeṣāṃ caiva varapradaḥ || 87 || 

tanayaṃ vitta māṃ viṣṇoḥ sāmbaṃ nāmnā ca viśrutam | 

candrabhāgātaṭe cāpi mayā sūryo niveśitaḥ || 88 || 

tenāhaṃ preṣitaś cātra uttiṣṭhadhvaṃ vrajāmahe | 

「貴方がたは、幸福を望む者たちによって、行い正しき方々であり、太陽神（アルカ）

への礼拝（プージャー）に喜んで専心する者たちであると、そして、太陽神が貴方がた

 
165 gṛhya tām ājñāṃ ] Nag, VePr 1896;  pratigṛhyājñāṃ: Stietencron;   
166 samanvitaḥ ] Nag, VePr 1896;  samāvṛtaḥ: Stietencron;   
167 永井 2021a：78における並行箇所SāmbaP 26, 40の誤訳を改める。 
168 クリシュナが住む都の名前。 
169 pūjayato ] Stietencron;  pūjayanto: Nag, VePr 1896 
170 dhūpagandhādi˚- ] Stietencron;  dhūpadīpādi˚- : Nag, VePr 1896 
171 pṛṣṭvā cānāmayaṃ ] Nag, VePr 1896;  pṛṣṭvātho ’nāmayaṃ: Stietencron 
172 ślāghayāmāsa tāṃs tataḥ ] Stietencron;  praśaṃsāsāma pūrvakam: Nag, VePr 1896 
173 敬意を払う相手を中心として、その周囲を右回りする表敬行為。 
174 draṣṭavyāś ca śubhārthibhiḥ ] Stietencron;  draṣṭavyārthe śubhārthinaḥ: Nag;  draṣṭavyārthe śubhārthinā: VePr 

1896 
175 ratā ye ] Stietencron, Nag;  ye ratā: VePr 1896 

 VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
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の望みの叶え手であると考えられております。ヴィシュヌ神の息子で、サーンバという

名前で知られる私のことを、お見知りおきください。さらにまた、この私によってチャ

ンドラバーガー河の岸辺に、太陽神［の像］を置き定められました。そして、彼（太陽

神）が私をここに遣わしました。どうか立ち上がってください。さあ、行きましょう」 

 

te tam ūcus tataḥ sāmbam evam etan na saṃśayaḥ || 89 || 

asmākam api devena vyākhyātaṃ pūrvam eva hi | 

aṣṭādaśakulānīha magānāṃ vedavādinām | 

yāsyanti ye tvayā sārdhaṃ yathā devena bhāṣitam176 || 90 || 

すると、彼らはサーンバに言った。「確かにその通りである。これは疑いない。なぜな

ら、我々にも神はかつて［同じことを］お語りになったのだから。ここには、ヴェーダ

聖典に精通するマガたちの、十八の氏族（クラ）がいる。彼らは、神がお話しになった

通り、貴方と一緒に行くつもりである」 

 

tatas tāni daśāṣṭau ca kulānīha samantataḥ | 

āropya garuḍe177 sāmbas tvaritaḥ punar abhyagāt || 91 || 

(sa putradārasaṃyukto pūjāyajñāya cāgataḥ |178) 

so ’lpenaiva tu kālena prāpto mitravanaṃ tataḥ179 | 

kṛtvājñāṃ tu180 raveḥ sāmbaḥ kṛtsnaṃ tv evaṃ181 nyavedayat || 92 || 

それから、ここにいる、それらの十八の氏族を全てガルダ鳥に乗せると、サーンバは再

び速やかに［ジャンブー大陸へ］向かって行った。そして、彼は子供や妻たちと一緒に

なって、礼拝と祭式のために戻って来た。さて、彼は僅かな時間でそこからミトラヴァ

ナ182に到着した。太陽神（ラヴィ）の命令を果たした後、サーンバは事の全てを、その

通りに［太陽神に］報告した。 

 

raviḥ śobhanam ity uktvā prasannaḥ sāmbam abravīt | 

mama pūjākarā hy ete prajānāṃ śāntikārakāḥ || 93 || 

mama pūjāṃ kariṣyanti vidhānoktāṃ yadūttama183 | 

 
176 yathā devena bhāṣitam ] Nag, VePr 1896;  yatra saṃnihito raviḥ: Stietencron 
177 garuḍe ] Stietencron, Nag;  garuḍaṃ: VePr 1896 

 VePr 1896の異読についてStietencronの注記はない。 
178 sa putradārasaṃyukto pūjāyajñāya cāgataḥ ] Stietencron;  om. : Nag, VePr 1896 

この ab句はNag等の刊本には見えない。Stietencronに従いSāmbaP 26の並行箇所から補う。 
179 tataḥ ] Nag, VePr 1896;  punaḥ: Stietencron 
180 tu ] Nag, VePr 1896;  tāṃ: Stietencron 
181 sāmbaḥ kṛtsnaṃ tv evaṃ ] Nag, VePr 1896;  sāmbo yat kṛtaṃ tan: Stietencron 
182 太陽神が住するとされる聖地で、ミトラ神（mitra）の森（vana）の意。先行研究はしばしば今日の

パキスタンのムルターン市に比定している。BhaviṣyaP I, 72, 4-5によればこのミトラヴァナとムンディ

ーラ（Muṇḍīra）、カーラプリヤ（Kālapriya）の三つが太陽神の著名な聖地であるという。 

サーンバ伝説においてサーンバはこの地で太陽神に秘密の賛歌を捧げることで、太陽神と出会い、

自身にかけられた呪いから解放され（SāmbaP 24, 5ff.＝BhaviṣyaP I, 127, 6ff.）、またその後、そこに寺院

を建設し、自身が見つけた太陽神象を安置したとされる（SāmbaP 26, 1-5＝BhaviṣyaP I, 129, 1-8）。 
183 kariṣyanti vidhānoktāṃ yadūttama ] Nag, VePr 1896;  vidhānoktāṃ kariṣyanti mano’nugām: Stietencron 
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tatkṛte na punaś cintā tava kācid bhaviṣyati || 94 || 

太陽神は「それは素晴らしい」と言った後、満足しながらサーンバに言った。「なぜな

ら、私に対する礼拝（プージャー）をなし、人々に繁栄をもたらすこの者たちは、私に

対して、儀軌に則った礼拝（プージャー）を行うであろうから。［礼拝が］彼らによって

行われるのであれば、いかなる思い悩みも二度とお前に生じることはないだろう。ヤー

ダヴァ族の最優なる者よ」 

 

iti śrībhaviṣye mahāpurāṇe brāhme parvaṇi saptamīkalpe sāmbopākhyāne bhojakānayanaṃ 

nāmaikona-catvāriṃśa-duttara-śatatamo ’dhyāyaḥ || 139 || 

以上が、吉祥なる『バヴィシュヤ・マハープラーナ』のブラーフマの巻におけるサプタ

ミー・カルパ184に関する、サーンバの物語の「ボージャカの招来」という名前の第 139

番目の章である（第 139章結） 
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